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【２年生】
２年生は、『はれときどきぶた』の音楽劇をし
ます。主人公の「ぼく」に変身したり、「ぶた」
に変身したりして、歌ったり、せりふを言ったり

します。まるで本当に空からぶたが降ってきたか
のように感じていただけるよう、せりふを一生懸
命練習してきました。歌の途中には鍵盤ハーモニ

カ奏も入ります。それぞれの役になりきって頑
張っている子どもたちの姿にご注目ください。劇

中では、「ドラゴンクエスト」の合奏もします。
テンポが速く、音を合わせるのが難しかったです
が、毎日頑張って練習してきました。息の合った
演奏をお楽しみください。

【１年生】
１年生は、子どもたちの大好きな絵本『１１
ぴきのねこ』をアレンジして『６０ぴきのね
こ』の音楽劇をします。絵本中の、１１ぴきの

ねこの頑張って奮闘する様子は、まるで、いろ
んなことにチャレンジして頑張る１年生の子ど
もたちにそっくりです。元気で、可愛らしいね

こになりきった姿にご注目下さい。劇中は、２
重奏に挑戦した鍵盤ハーモニカ奏や、きれいな

夜空を想像させるような合奏も演奏します。友
達の音を聞いたり、指揮を見たりしながら演奏
することは難しかったですが、頑張って演奏し

ます。可愛い６０ぴきのねこたちの発表・演奏
をお楽しみください。

【３年生】
３年生は『ブラジル』をテ
ーマに演奏します。ブラジル

の代表的な音楽の一つであるサンバのように、

ウキウキ！ワクワク！な気持ちを込めて歌いま
す。子どもたちのキラキラ！ニコニコ！した表
情にもご注目ください。今年はリコーダーにも

初挑戦です！４月に初めて手にした楽器ですが、
みんなで音を合わせて演奏することができるよ

うに練習を重ねてきました。合奏は、歌でもよ
く知られている「OLA!!」を演奏します。たく

さんのリズム楽器を用いて、
楽しいカーニバルへとご招
待します！みんなが笑顔に

なりますように、一生懸命
演奏したいと思います。

【４年生】
４年生は『日本』をテーマに演奏しま

す。合唱では、兵庫県民謡「デカンショ節～清南ver.～」
が登場します。「デカンショ節」は去年日本遺産にも認

定されました。ふるさとを大切にする気持ちを歌に乗せ
たいと思います。今年限りのオリジナル節にもご注目く
ださい。リコーダー奏、合奏では、繊細で美しく、そし

て力強い日本音楽を表現するために、文化箏や、和太鼓、
竹を取り入れました。音やリズムを合わせることが難し

かったですが、練習を重ねるうちに、音が一つになるだ
けではなく、みんなの心も一つになっていきました。子
どもたちのパワフルな演奏をお楽しみください。

【５年生】
５年生は『アフリカ』をテーマに演奏します。合
唱は、きれいな高音と、高音を支える低音に分かれ
て歌います。高学年らしい美しい歌声、一つ一つの

大切な言葉を精一杯伝えたいと思います。リコー
ダーは一つのメロディーから三つのメロディーに分
かれます。民族楽器を用いて、アフリカ音楽の魅力

をお届けします。合奏は、今にもサバンナにたくさ
んの動物たちがやって来そうな雄大なメロディーや、

身体が自然と踊り出すようなリズミカルなメロ
ディーが出てきます。ぜひ、手拍子とともに、子ど
もたちの演奏にご参加ください！

【６年生】

６年生は『ユニバーサル』をテーマに演奏します。
修学旅行を通して「平和」について学びました。そ

の経験を活かし、「人生にとってかけがえのないこ
と」や「生まれてくる命の尊さ・大切さ」を歌声と
音で表現したいと思います。リコーダー奏では、ア

ルトリコーダーを取り入れました。心安らぐ温かい
ハーモニーをお聴きください。そして、今年はUSJが
誕生して１５周年！アトラクションにあるテーマ曲
を演奏します。音が細かく、演奏するのがとても難
しかったですが、日々練習を重ね少しずつ演奏でき
るようになりました。
最後の音楽会！一音一音に心をこめて演奏します。

【５・６年生合同演奏】

今年の４月、熊本県で大きな地震が起こり
ました。つい先日、鳥取県でも大きな地震が

起こりました。地震によって、今もなお生活
に苦しんでいる人や、不安を抱えている人が
たくさんおられます。そのことを忘れないた

めに、阪神・淡路大震災が起こった後に作ら
れた「しあわせ運べるように」という曲を、

音楽会最後を迎える５・６年生に歌ってほし
いと思いました。

歌詞の中に、「支え合う心と 明日への希

望を胸に」という言葉があります。協力する
気持ち、助け合う気持ちの大切さを、子ども
たちの歌声にのせて届けます。


